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ヤ......1 ~ (Ln -Lo¥2 =γ7:Csト一一二 (1)















































れの曲線は上から Cs/ε の値が 100から 900
まで 200毎のものであるo
せた結果、距離の3乗に逆比例するエネルギーが導かれるo 全エネルギー Etot= Es 十Eb+Wを
共役勾配法を用いて最小化することにより、平衡状態の弾性殻の形状を求めた。無次元パラメータ
はCs/ε、Cb/ε、Lo/σの3つである。計算結果はLo/σ回 0.1としており、ビーズの数はN= 812 
の場合を示している。
[結果l図2は計算結果の例である。 Cs/ε、Cb/ε ともに十分に大きいときにはほとんど変形を受
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